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事務局長
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INIS参加
国際機関

（24機関）

国際原子力機関が運営するINIS計画活動とINIS委員会について

・原子力機構がINISの担当機関としての活動を円滑
かつ適切に進めるために設置し、INISの国内活動
に関する重要事項等について審議・検討。

・福島原発事故に関するインターネット情報等網羅
的な収集と整理・発信方法について新たに審議・
検討。

・委員長に岩田事業構想大学院大学教授、委員は東
大、東北大、筑波大、NDL 、放医研、国環研、
原子力学会、国際医学情報センター（IMIC）、
原子力機構の13名で構成。

1969年、国（科学技術庁（当時））はIAEA事務局
長からの要請を受けINIS参加を決定し、我が国の
代表機関として日本原子力研究所（当時）を指名。

INIS計画
・1970年に発足、
・128ｶ国、24国際機関が参加
・加盟国は、自国内の原子力分野

の文献情報を収集、編集しIAEA
へ提供する義務が発生

・加盟国から提供された情報はINIS
データベースに登録され、IAEAの
ウェブサイトからインターネット
で無償利用が可能。

INISﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
360万件

原子力機構は、国内の福島
第一原発事故情報を含む、
原子力分野の文献情報を収
集し書誌情報等を編集し
IAEAへ提供。また、国内
へのINISデータベースの普
及活動を実施。

書誌情報の提供、
データベースの利用
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